
１　部会名

２　研究員

３　研究テーマ

４　研究の取組

（１）研究内容

（２）研究のあゆみ

月　日 月　日

5月10日

6月21日

９月前半 中学校の授業計画

９月後半 授業研究（中学校での実践）

10月　１日 小学校の授業計画

11月 授業研究（小学校での実践）

11月22日 研究授業のまとめ・発表計画 2月10日

５　研究の成果と課題

６　さらに研究していきたいこと・次年度の構想

すべての子どもが「できた！」「わかった！」を実感できる
授業づくりのための「振り返り」の工夫

　これまでの研究実践をもとに「振り返り」の目的を明確に設定し、効果的な「振り返り」の方法につい
て考察し、授業実践する。
①児童生徒の学習改善や教師の授業改善につながる「振り返り」の考察・実践

②「振り返り」の質を高めていくための考察・実践

③「振り返り」に焦点を当てた授業づくり・実践

部　　会授業づくり

小学校　３名 中学校　２名 事務所員　２名

・小中学校９年間を通して、どのように「振り返り」をさせていくか。
・発達段階に合わせた「振り返り」の視点の内容、与え方。
・「振り返り」を共有した後に、さらに考えを深めていくためにはどうしたらよいか。
・「対話」の中で、友人と自分の意見を比較し、さらに自分の意見を練り上げるにはどうしたらよいか。

実践内容実践内容

研究テーマ・内容の協議、計画作成

３年次報告提出

【成果】
・「振り返り」の視点を示すことで、児童生徒がどのような内容を書けばよいかわかり、書きやすくなる
　とともに、内容の充実が見られた。
・書くことが苦手な児童生徒が一定数いる中で、ICTを活用したり、「振り返り」を共有したりすること
　で、児童生徒の書く「振り返り」の質が向上した。
【課題】
・発達段階に応じて、どのような視点を与えていくとよいかをより具体的に考えていく。
・児童生徒の書く力やタイピング能力に差があっても対応できる、誰でも取り組める「振り返り」の仕方
　を考えていく。

研究テーマ・内容の協議、計画作成
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